


村に希望を届ける、小さな光と移動診療チーム
　モザンビークのザンベジア州ムエベの農村では、元気に走り回る5歳のルジーニャちゃんを、母親の
ジョニータさんが笑顔で見守ります。
　この日、村を訪れたのはユニセフが支援する移動診療チーム。医療スタッフがバイクに医薬品を積み、
予防接種や栄養指導、HIV検査などの基本的な医療サービスを毎月、提供します。かつて住民は最寄り
の保健センターまで15キロ歩かなくてはならず、農作業や家事、育児に割く時間が失われ、通院をあきら
める母親もいました。その結果、子どもが十分な治療を受けられず命を落とすこともあったのです。
「病院でしか受けられなかった医療が、今は村でも受けられるようになりました」とジョニータさん。彼
女は数年前に娘をマラリアで亡くし、「移動診療チームが来てくれたなら、娘の命は救えたはずだ」と語
ります。深い悲しみを抱えながらも、今は地域の子どもたちが守られていることに安堵を覚えています。
　毎月、地元出身の若い医療スタッフが2人来てくれるため、住民の信頼
も厚く、診療所の雰囲気には安心感が漂います。ルジーニャちゃんも泣か
ずに注射を受け、走り回ります。
　ユニセフは３つの州で移動診療チームを派遣する支援を展開してお
り、1年間で14万9,000人以上の2歳未満の子どもたちが医療サービ
スを受けました。移動診療チームは子どもたちの命を守る希望となって
います。 © UNICEF Mozambique/2024/Ricardo Franco
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ユニセフが支援プログラムを展開する国と地域

32のユニセフ協会（ユニセフ国内委員会）
※地図上の国境線は図示目的であり、その法的地位について
　ユニセフやユニセフ協会の立場を示すものではありません。
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　17歳のルナさん（写真右）は、グアテマラで暮らし、学校に通う普通の女の子でした。しかし、家計
を助けるために働きに出た先で、見知らぬ男性に声をかけられ、性的暴行の被害に遭いました。彼女
は深く傷つき、学業への意欲を失い、自ら命を絶とうとするほど追い詰められていきました。
　子どもや若者への性的暴力は、妊娠、メンタルヘルスへの深刻な影響、偏見や差別、感染症、薬物
依存など、様々な問題を引き起こす可能性があります。報告されていない被害は、報告件数の5倍に
のぼるとされており、支援の拡充が急務です。ユニセフは、グアテマラ国内で1,000人以上の子ど
もや若者に対し、性的暴力の被害に対する心理的ケアを提供し、家族にも支援を行っています。ま
た、2万人以上の子ども、保護者、教育関係者に対して、予防と対応に関するワークショップを実
施、地域に根ざし取り組みを進めています。
　ルナさんは、ユニセフのパートナー団体の心理士の家庭訪問に
よる心理的ケアと社会的支援により、少しずつ心を取り戻してい
きました。「私の目標は看護師になって、人々を助けられるように
なることです。私は幸せを感じていて、人生には意味があると感
じています。私は生きたいのです」と語ります。被害を受けた子ど
もたちが笑顔を取り戻し、未来を描けるよう、ユニセフは子どもた
ちに寄り添い続けます。※名前は仮名です。

絶望を乗り越えた先の希望
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56億米ドル分の支援物資と
サービスを調達

28億回分の予防接種用ワクチン
を99か国の子どもたちに提供

2億5,100万人の5歳未満児
に、栄養不良による消耗症の早期発
見の支援を実施

3,300万人以上に、安全な飲
み水へのアクセスを可能に

ユニセフの支援実績

（2024年実績）

モザンビーク グアテマラ

　母親からユニセフのタンクを大切そうに受け取る5歳のイス
ラットちゃん。そのタンクには、新しい井戸からくみ上げた、きれ
いな水が満たされています。今では、家族は水質汚染の心配
なく、この水を飲用や料理に使うことができます。しかし、ここ
に至るまでの道のりは、決して平坦ではありませんでした。
　2024年8月、バングラデシュ東部のフェニ地区を記録的な
大洪水が襲い、200万人以上の子どもたちが被災しました。地
域の2つの浅井戸は、洪水による浸水で完全に汚染され、下痢
やコレラなどの病気の温床となってしまいました。住宅は砂や
泥に覆われ、トイレも破壊されました。すし詰め状態の避難所
では、飢えと混乱の中、人々は不安な日々を過ごしていました。
　ユニセフは、洪水発生の当日から緊急支援を開始。浄水剤、
飲料水、食料に加え、石けんや洗剤、服、タオル、おむつなどの
必需品がセットになった「水と衛生キット」を迅速に届けました。
さらに、バングラデシュ政府と連携し、浸水した給水所の消毒、
トイレの修復、水道管の修繕、新しい井戸の建設など、村の復
旧支援も実施しました。
　新しい井戸は、地面から
1メートル高い場所に設置
され、浸水や水質汚染のリ
スクを最小限に抑える設計
です。ユニセフは災害の直
後だけでなく、自然災害に
強い持続可能な村づくりま
で、一貫した支援を続けて
います。

自然災害に負けない村づくりを
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　13歳のモハメドさんは、紛争が激化した故郷の町から逃れ、
シリアのダラア郊外で家族とテントで暮らしています。
　6年前のある日、モハメドさんは道端である箱を見つけ、おも
ちゃだと思って近づきました。しかし、それは不発弾でした。爆
発の瞬間、モハメドさんは右腕と左手の指を数本失い、この日
を境に、心を閉ざし、引きこもりがちになりました。「自分がまわ
りより劣った人間だという気持ちがいつも拭えなかったんだ」
と、当時のことを話します。
　大きな転機が訪れたのは、1年前。ユニセフが支援する移動
教育チームが、学校に通えない子どもたちのために、彼の住む
地域を訪れたのです。「知らせを聞いた時、胸がいっぱいにな
ったよ。ようやく僕にも遅れを取り戻すチャンスが来たんだ」
と目を輝かせるモハメドさん。朝に授業を受け、昼間は羊の放
牧を手伝い、夕方に2時間かけて授業の復習と宿題を行い、夜
には弟たちに文字を教えるのが日課になりました。父親は、「学
び始めてから、決意と意欲にあふれ、周囲の人々をすすんで助
けるようになりました」と誇らしげです。
　一家は、故郷の町へ戻ることを決めました。「今では文章も
すらすら読めるし、難しい
計算だってできる。学校に
行く準備はできているよ」
そう語るモハメドさんの顔
には、自信と希望があふれ
ていました。ここから、新た
な旅が始まるのです。

もう一度、学びのチャンスをつかんで
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　9歳のアルスマニーさんは生まれつき障がいを抱えていま
すが、多くのことを自分の力でこなすことができる、たくましい
男の子です。
　スーダンの国内紛争により数百万人が避難生活を送ってお
り、アルスマニーさん一家もカッサラ州の避難所に身を寄せて
います。特に、障がいのある子どもたちは差別や暴力の危険に
さらされ、避難生活の混乱や新しい環境への適応は、彼らの
日々の困難をさらに深めています。
　アルスマニーさんが暮らす避難所では、ユニセフが支援す
る子どもたちが安心して過ごせる「子どもにやさしい空間」が
整備されており、学習や心理社会的支援、医療、子どもの保護
に関するサービスも提供されています。
　今日はアルスマニーさんにとって特別な日です。デジタル学
習の授業があるからです。タブレットとヘッドフォンを手にした
彼は仲間たちと笑顔で学習に取り組みます。個別指導のおか
げで、彼も無理なく授業に参加できます。担任の先生は「彼は
毎朝ワクワクしながら来て、積極的に活動に参加しています」
と話します。アルスマニーさんはアルファベットや色をゲーム
形式で学び、遊びの中に学
びの楽しさを見出していま
す。学習の後には、サッカー
の時間が待っています。「子
どもにやさしい空間」は、障
がいのある子どもたちにも、
希望と学びの場を提供して
います。

すべての子どもが安心して過ごせる場所
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スーダン シリア

バングラデシュ

子どもたちへの成果

子どもの生存と成長子どもの生存と成長

教育教育公平な機会公平な機会

子どもの保護子どもの保護

環境（水と衛生）環境（水と衛生）
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